
Society5.0に向けた
川根本町の教育ＩＣＴの取組

第４回 関西教育ＩＣＴ展
令和元年８月２日

静岡県榛原郡川根本町教育委員会
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川根本町の紹介
水と森の番人が創る癒しの里

川根本町

静岡市

浜松市

島田市

長野県

【位置】

静岡県の中央部
東は静岡市、南は島田市、西は浜松市に隣接

北は長野県との県境

【町域】
面積は496.72km²（県全体の6.4％）

大井川沿い 南北約40km、東西約２３km

南北に細長い形

約90％が森林

【人口】
6，６７１人（令和元年７月１日現在）

※ 原生自然環境保全地域 指定

（１９７６年３月／全国５地域、本州唯一）

※町域全域が ユネスコエコパーク に登録

（２０１４年６月）

※ 「日本で最も美しい村」連合に加盟
（２０１５年１０月）



ＪＲ金谷駅から大井川沿いに北上（大井川鐵道）



川根茶の産地



奥大井湖上駅

井川線 ～アプト式鉄道～

寸又峡温泉～美女づくりの湯～
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〇学校情報化優良校

（４小学校、２中学校）

（2018.2～3）

〇学校情報化先進地域

静岡県では初の認定

（2018.11.9）



川根本町の紹介
水と森の番人が創る癒しの里

静岡市

浜松市
島田市

長野県

小学校４校：２０２人
中学校２校： ９０人

人口6,700人弱の小さな町

強みを生かす 環境を生かす

つながる・つなげる

川根本町ならではのＩＣＴ教育
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川根本町



H27.12 高度情報基盤整備完了（町独自で全家庭に光端末敷設）
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H29.４ ゾーホージャパン株式会社のサテライトオフィス開所

H28.12 ＩＴ人材育成４者協定締結
（川根本町、KCCS、Benesse、TBBS）

H27.10 町の総合戦略の柱「特色ある教育の展開」
→ 町の未来を担う人材育成を育てる

町の強み・環境を生かす！



（町の広報誌より）

強みを生かす

H27.12 高度情報基盤整備完了（町独自で全家庭に光端末敷設）



H28.12
ＩＴ人材育成４者協定締結

◎川根本町

◎京セラコミュニケーションシステム株式会社

◎株式会社ベネッセコーポレーション

◎東海ブロードバンドサービス株式会社

・ベネッセコーポレーション：ICT支援員

・KCCS：学習プラットフォーム（クラウド）
・TBBS：現地サポート対応

（町の広報誌より）

強みを生かす



H2９.４ ゾーホージャパン株式会社のサテライトオフィス開所

（町の広報誌より）

強みを生かす
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Society5.0時代を見据えた学校情報化環境整備

子どもたちにとって、 ＩＣＴは環境の一部である



平成２９年８月から、企業体と５年間の委託契約により、ＩＣ
Ｔ教育推進事業を展開する。

タブレット端末の家庭への持ち帰りを含め、なるべく制約を外
し、社会生活での活用を視野に入れた環境整備に努める。

キャリア教育の一環として「情報があふれる時代を生きる子ど
もたちにとって必要な力を、町が責任をもって育てる」ことを
目指し、中山間地のモデルとなるようなＩＣＴ教育を創造する。

教育情報化推進の基本コンセプト

小学校４校（200人弱）、中学校２校(100人弱）一斉にスタート

餅は餅屋に！

子供たちに必要な力
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子どもたちの可能性を広げるツール



川根本町の教育情報化ビジョン

情報活用の実践力 情報の科学的理解 情報社会に参画する態度

子どもたちに必要な“キャリア”の一つとして責任をもって育てる

便利なツールとして“適切に”“有効に”活用できる力

自身の社会的自立のため 周りの人々の幸せのため

※ネット犯罪に巻き込まれない！（被害者にも、加害者にもならない！）

ＩＣＴは子どもたちの可能性を無限に広げることができるツール
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便利なツールとして“適切に”“有効に”活用できる力

9年間の計画的な情報教育の展開・蓄積

社会生活に近いＩＣＴ環境の整備

教えるべきことは教える！

子どもたちに考えさせる！

子どもたちと共に創る！

制約をはずすことは、子どもたちの可能性を広げること！

モラル

セキュリティー

ルール

マナー

家庭での活用

タイピング

使いながら…

多様な学びを創造
情報モラル

情報リテラシー

ＳＮＳ
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川根本町ＩＣＴ教育推進事業の計画
平成２９年８月１日 スタート

平成２９年５月 プロポーザル方式による委託先選定

５年間の委託事業
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包括契約

協議会を組成



事業開始時の各教室のICT環境イメージ

タブレット
（１人１台）

電子黒板
各学年(級)１台
＋各学校２台

全教室WiFi完備
（体育館・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ含）
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ＩＣＴ支援員による支援内容

•教材作成への支援

• ＩＣＴ機器活用へのサポート

•教員のＩＣＴリテラシー向上研修の企画・運営（視察研修含む）

•授業におけるＩＣＴ活用に係る教員サポート

•校内事務の電算化推進のためのシステム構築及び支援

常勤２人態勢（３人によるシフト）：１日８時間勤務（休憩１時間含む）
※各月の計画に基づき、支援員が各学校を訪問

•義務教育９年間を見通した町独自のカリキュラムの作成・実践補助

•児童・生徒への情報リテラシー（モラル）向上に対する指導のサポート

情報教育に係る支援

教育の情報化に係る支援

常勤ＩＣＴ支援員の活用（全ての子どもと教員が活用できるように）

18



19毎年、少しずつ進化・深化させながら…

活用の促進

ＴＶ会議システム

新学習指導要領



持続可能なＩＣＴ教育のシステムを５年間で構築
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校内研修

学校と京都（ＫＣＣＳ）を結んで校内研修 他５校との交流会

プロアドベンチャーレーサー来校

ＴＶ会議システムの活用
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５年生社会の授業（米作り）

南魚沼市の農家さんと結んで！
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Society5.0時代に向けた取組例（活用）



英語４技能の指導・学習のＰＤＣＡサイクルを構築を目指して

☆大学入試改革に対応した検定の導入

☆CAN-DOリスト

☆各技能のスコア化・分析

☆ＡＩを活用したトレーニング

ＩＣＴ環境を最大限に生かした取組を！

CEFR（国際標準）を意識 24

英語教育
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海外英語研修～カナダ10日間～ 中学２年生＋高校生

中２の希望者全員がホームステイ研修 町が８割負担



26インドサマーキャンプ15日間（ゾーホーユニバーシティ）～高校生～

町が８割負担



ＩＣＴ活用によるスキルアップ！ 27

英語検定

電子辞書活用

AIアプリ
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令和元年６月17日
小学校英語研修会

KASIO電子辞書の活用／講師：玉川大学 佐藤久美子名誉教授



プログラミング
「未来の学びフォーラム」 in 川根本町 開催 H29.11.11

（町の広報誌より）
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H30.11
学生の力を借りて

プログラミング！

（町の広報誌より）



川根本町地域ＩＣＴクラブ （プログラミング少年団）

「地域におけるＩoＴの学び推進事業」（総務省）平成30年度 31



ＩＣＴクラブの様子 32
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令和元年７月29日 小学校プログラミング研修会

「スクラッチ」ブース

「たこロボ」ブース

「ＥＶ３」ブース 「ビスケット」ブース
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情報モラル教育
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学校以外での活用

ペーパーレス修学旅行



タブレット端末の家庭への持ち帰りの試行

☆家庭での活用におけるルールづくり

☆家庭での通信環境の整備

☆保護者への説明・啓発及び協力体制構築

☆学習用アプリの整備

☆先進地視察
39
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Society5.0時代に向けた取組例（教員研修）



教員の働き方改革に向けて、総移動時間１２時間が０時間に！
『川根本町と古河市を結ぶオンライン教員研修の開催』

１．研修の趣旨説明（10分）
２．研修会の目的および働き方改革と教員研修改革（15分）
３．古河市のプログラミング教育と実践事例紹介（15分）
４．ネット上のコンテンツを活用した教員研修の提案（15分）

41



〇教育委員会職員・教員による先進地視察研修（H２７～２９）

教育の情報化に関する教員研修の取組

H29調査研究
熊本県高森町視察研修
茨城県古河市視察研修
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H30 ＩＣＴ教育及びプログラミングに特化した視察

三重県松阪市

茨城県古河市

小金井市前原小



〇ＩＣＴ教育推進事業協議会での研修の様子

先進地から講師を招いたり、企業体からの新たな提案を共有し
たりして、効果的な研修の場となるよう工夫をしている。
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〇ＩＣＴ教育推進事業協議会の様子

☆協議会で

各校の取組を発表し

情報共有
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〇町合同研修会（町教育会）の様子

各学校における研修会、学校訪問等において、ＩＣＴの積極的に活用し
た授業を公開し、効果的な活用方法を模索している。 46


